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令和６年８月 23 日 

PRESS RELEASE 

報道関係各位 

森林の環応援団 
©⻑⾕川町⼦美術館 

 

 

本コンテストは、⻑⾕川町⼦美術館の協⼒を得て、林野庁が「みどりの感謝
祭」の併催⾏事として開催するもので、今年が 2 回⽬となります。 

「サザエさん」の 4 コマ漫画の吹き出しに、森林や⽊材などをテーマにした
セリフを⼊れて応募していただくもので、4 ⽉ 9 ⽇（⽕曜⽇）から 5 ⽉ 31 ⽇（⾦
曜⽇）までの募集期間に国内各地から 1,427 作品の応募をいただきました。 

この中から、（ア）森林・林業・⽊材産業の⼤切さの普及啓発につながるもの、
（イ）4 コマ漫画の流れに合うもの、（ウ）サザエさん⼀家が持つ雰囲気が感じ
られる、という観点を重視し、「伐って、使って、植えて、育てる」というバラ
ンスがとれるよう優秀作品を選考しました。 
 

外部有識者による選考委員会において、以下の優秀作品 4 点を決定しました。 

 １． 概要 

 ２． 受賞作品 

「サザエさん一家の“もりのわ”話 吹き出しコンテスト」の受賞

作品が決まりました 

～４つの優秀作品が決定！～ 

「サザエさん一家の“もりのわ”話 吹き出しコンテスト」の受賞作品が決まりました

のでお知らせします。 

なお、表彰式は本年 9 月 28 日（土曜日）を予定しております。詳細が決まりまし

たら、改めてお知らせします。 
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（ア）林野庁⻑官賞 2 点 
（イ）みどりの感謝祭運営委員⻑賞 1 点 
（ウ）⻑⾕川町⼦美術館賞 1 点 
 
 
 

（5 ⾏程度）政策・取組の背景、世の中のニーズ、取組の内容等をデータ、図
表、イラストを⽤いて説明する。詰め込みすぎず、２枚でも可。 

記者がそのまま記事に引⽤できる素材を提供するイメージ政策・取組の背景、
世の中のニーズ、取組の内容等をデータ、図表、イラストを⽤いて説明する。詰
め込みすぎず、２枚でも可。 

記者がそのまま記事に引⽤できる素材を提供するイメージ 
 

林野庁⻑官賞 ２点 
作品タイトル「伐りどき」 

森林を「伐って、使って、植えて、育てる」循環利⽤を適期に⾏う⼤切さが、
ストレートなフレーズとカツオ君のキャラクターを活かし軽妙に展開されてい
る。森林の「伐りどき」から宿題の「やりどき」へとオチをつける展開も含めて、
サザエさん作品の世界観に合致している。 
作品タイトル「⽊の可能性」 

⽊を育てる技術の可能性を、波平が新聞を読む姿と吹き出しのセリフや絵柄
を活かして様々な想像をさせる⼩気味よい展開となっている。4 コマ⽬で花⾒と
いう⾝近な出来事の可能性に引き込む展開も絶妙で、原作者もこのようなセリ
フを⼊れたのではないかと想像をかき⽴てられる。 
みどりの感謝祭運営委員⻑賞 １点 
作品タイトル「⽊を暮らしに」 

 ３． 見出しその３ 

 
３． 優秀作品の選考理由 
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⽊材利⽤のイメージを、漠然としたタイトルから始まり、サザエさん⼀家の
キャラクターに当てはめて、まな板や積み⽊、⽊琴という⾝近な例につなげて展
開しており、4 コマ⽬でカツオ君が⽊製バットの購⼊を却下され悔しそうにする
光景も、オチとしてうまく表現されている。 
⻑⾕川町⼦美術館賞 １点 
作品タイトル「若返りは⼤切だけど」 

⾼齢化した森林を伐って植え替えることで若返りさせる⼤切さを説明しなが
ら、対⽐するように、「⾼齢者に優しくしないとね」とのセリフを⼊れ、優しい
ワカメちゃんのキャラクターで 4 コマ⽬を展開することで、作品全体が⼼温ま
るものとなっている。 

 

林野庁⻑官賞受賞作品「伐りどき」 
「⽊の可能性」 

みどりの感謝祭運営委員⻑賞受賞作品「⽊を暮らしに」 
⻑⾕川町⼦美術館賞受賞作品「若返りは⼤切だけど」 

森林整備部森林利⽤課⼭村振興・緑化推進室 
担当者：⽯崎、諏訪 
代表：03-3502-8111（内線 6217） 
ダイヤルイン：03-3502-8243 

 
添付資料 


